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保育者養成課程学生の援助における現状と課題
―教育実習Ⅱにおける部分案―
横沢　文恵・阿部　弘生・奥山　優佳
　本研究は、２年生後期に実施される「教育実習Ⅱ」において、部分案に記述した援助・
留意点に着目し、学生の実態を把握し、今後の教育活動に向けた課題を明確にすることを
目的とした。研究方法としては、学生が作成した部分案の活動のメインとなる「展開」部
分に焦点を絞り、そこに記載されている「予想される子どもの姿」と「援助・留意点」を
分析の対象とした。具体的に、部分案において選択した活動内容から援助・留意点の傾向
と留意点が記載された援助の傾向を分析した。さらに、援助・留意点の中での提案や問い
かけにおける子どもの姿とねらいが一致しているかを分析の対象とした。結果、学生は、
造形遊びを立案する傾向が高く、音楽遊びを立案する傾向が低いことが実証された。また、
指導案を作成するにあたって、「ねらい」を意識することが必要不可欠であるにも関わら
ず、遊びの進行が優先されていることや子どもの姿とねらいが必ずしも一致していないこ
とが明らかとなった。
Ⅰ．はじめに
１．研究の背景
　平成２９年３月３１日に、改正された「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携
型認定こども園教育・保育要領」が同時に告示され、平成３０年４月１日より施行され
た。三法同時改正の趣旨として、無藤隆（２０１７）１は、３歳以上の子どもについての
幼児教育の共通化、子ども・子育て支援制度での幼児教育の「質」の方向性、小学校
から見たときの幼児教育で育つ力の明確化を挙げ、幼稚園、保育所、幼保連携型認定
こども園が、わが国の幼児教育施設として位置付けられたと述べている２。これらの
三法には、幼児教育を行う施設として小学校以上の教育に明確につながるように、育
みたい３つの「資質・能力」と、１０項目の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
（以下、「育ってほしい１０の姿」という）が共通に明記されるとともに、「育ってほし
い１０の姿」については、保育のねらい及び内容に基づく教育・保育活動全体を通して
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「資質・能力」が育まれている子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、教師や保
育教諭、保育士等ｉが指導を行う際に考慮するようにと、共通した内容が記載されて
いる。そもそもこの「育ってほしい１０の姿」は、幼児期の発達の側面からまとめた５
つの領域が相互に関連を持って１０項目定められたものであることから、これまで以上
に幼児教育における５つの領域の取扱いについての重要性が高まったと言え、保育現
場における領域の再認識が求められている。また、保育者養成の視点から見てみると、
平成３１年度より実施される新たな幼稚園教諭養成における教職課程での文部科学省か
ら示されたコアカリキュラムにおいて、これまであった教科が廃止され、領域及び保
育内容の指導法に関する科目の中に、領域に関する専門的事項として“幼児と健
康”“幼児と人間関係”“幼児と環境”“幼児と言葉”“幼児と表現”“保育内容総論”
の科目開設が必須となり、これまで以上に学生の５つの領域についての十分な理解が
求められるようになった。さらには、平成２９年に一般社団法人保育教諭養成課程研究
会によって５つの領域の教育内容を着実に実践していく保育者の資質・能力の養成に
向けた養成課程でのモデルカリキュラムにおいても、５つの領域に関わる養成のあり
方のみならず、領域についての総合的な視点も示されたことから、養成課程での授業
において、領域間のつながりを意識した総合的な視点を学生に提供する必要性が今ま
で以上に強調されたと言える。
２．先行研究
　これまでの保育者養成課程学生の領域についての理解度を推し量る研究は、領域ご
との指導法の授業における分析が多く、総合的な視点での研究はほとんど見られない。
　東北文教大学短期大学部子ども学科（以下、本学科という）においては、平成１３年
（当時は山形短期大学幼児教育科）以来、１つの科目に複数の領域を含めて複数の教
員を配属するといった所謂チーム・ティーチングの科目をいくつか配置している。こ
れは、学生時代の学びの段階から、保育現場と同じように多角的・総合的な視野で５
つの領域を学ぶことで、大学から現場への接続をスムーズにすることを意図したもの
である。このチーム・ティーチングの方式は、平成１６（２００４）年度の「特色ある大学
教育支援プログラム」において「実習を核とした総合カリキュラムの構築」の取り組
み名称で採択されている。しかしながら、その取り組みの効果の検証については詳細
に行ってきておらず、喫緊の課題となっていた。
　本学科における学生の５領域に関する学びの効果について、宮下ら（２０１３）３や横沢
ら（２０１６）４は、保育の映像の一場面に対する学生の考察部分や、授業で実際に体験し
た遊びを５領域それぞれの視点から振り返り記述したものを分析している。その結果
としては、教員からの教授活動がある程度の効果を有し、教員の気付いてほしい内容
と学生の気付きの一致度においてもある程度の効果は出ているものの、子どもの内面
をある程度推し量ることはできていながらも、そこから子どもの発達について領域を
視点に考察することにまでは繋がっていないことが示された。そこで、阿部ら
（２０１６）５は、「実習を核とした総合的カリキュラム」における領域の学びの効果の検証
ｉ	教師は「幼稚園教育要領」、保育教諭は「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」保育士等
は「保育所保育指針」に則った文中の文言である。
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を科目の授業や摸擬保育等からの分析ではなく、各科目での学びが総合的に生かされ
る場である実習を分析することを試みることにした。
　これまでにも井口（２０１２）６によって、２７名の１年次の教育実習日誌の「一日の流れ」
における「子どもの活動」と「保育者の援助・配慮」の分析がなされ、クラスの集団
の総合的姿が把握できる一方、個々の子どもの姿が見えにくく、そこに対応する「実
習生の活動・気づき」も表面的な内容に留まりやすくなることが報告されている。し
かし、実習において学生が作成した部分案という指導計画を分析して領域の理解に踏
み込んだ研究はこれまであまり見られない。
　筆者らはこれまで１年前期から２年前期までの学びの過程を論じ、様々な検討課題
を明らかとしてきた。例えば、学生が作成した遊びの部分案は、領域についての学び
の集約度を見るツールとして有効であると考え、１年後期の教育実習Ⅰにおけるグ
ループで作成した部分案を用いて領域についての理解を検証した。そこでは、部分案
の様式の「子どもの姿」と「ねらい」の５領域の一致度が低いことを報告した。さら
に、短期大学部２年間の学びの検証を行うため、同じ学生が２年次前期に行う保育実
習ⅡＡでの部分案を教育実習Ⅰと同じように分析した。その結果、領域「人間関係」
の気付きがいかなる場合でも多いことや、「子どもの姿」の捉えにおいては領域「健
康」が多いものの、「ねらい」の設定になると健康の領域が少なくなることから、遊
びのバリエーションの少なさや、画一的な遊びの部分案（例えば、何かを制作してそ
れで遊ぶ）になりがちであること、「人間関係」以外の領域に関しては意図的に授業
を展開する必要があることなどを指摘した。また、その結果から、部分案における「子
どもの姿」と「ねらい」と「遊び（活動）の内容」に関して５領域の関連性を考慮し
た継続的な調査が必要であることを課題として挙げた７。
３．目的
　本研究に至るまで、学生の５領域に対する理解について、短期大学部同一学年の１
年半の学びを追ってきた。これまで得られた課題の一つに、「子どもの姿」と「ねらい」
の一致度の低さが挙げられる。ここでもう一つ考えなければならないことは、学生た
ちが「援助活動」を考える際、どれだけ「ねらい」を踏まえているかということであ
る。保育者の子どもに経験してほしいという考えや、どんな子どもに育ってほしいか
という願いが「ねらい」に表れるべきであり、援助が「ねらい」を踏まえていること
は当然のことである。しかし、これまでの調査によって５領域に対する理解の不十分
さが浮き彫りになったことから、その後学生の理解がどれほど深まったかを検討する
必要があり、２年間の最後の実習における援助に対する学生の学びの実態を明らかに
しなければならないと考える。つまりは、「ねらい」の視点が活動の計画において意
識されているかどうかをみていく必要があり、そのために「予想される子どもの姿」
に対する「援助・留意点」に注目する必要がある。そこで、本研究では、２年生後期
に行われ、短期大学部としては最後の実習になる教育実習Ⅱにおいて、部分案に記述
された援助・留意点に着目し、学生の実態を把握し、今後の教育活動に向けた課題を
明確にすることを目的とする。
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４．研究方法
１）研究対象
　本学において１０月に実施される教育実習Ⅱは、２年間のカリキュラムにおける最後
の実習として位置付けられ、責任実習を課している。その際、日案と遊びに関わる部
分案の記入を課している。本研究では、責任実習における部分案を研究の対象とする。
ただし、園の指導方針により、部分案を作成せず、日案に部分案の内容も記入する場
合があり、対象からは除外した。また、異年齢児での活動を責任実習としている場合
や「子どもの姿」と「ねらい」を日案には記入されているものの部分案には記されて
いない場合もある。なお、本研究における援助・留意点は学生の記述をベースに捉え
ていったものであり、援助の種類も記述を基に分類したものである。ただし、基本的
な考え方として、援助とは具体的な行動を通してみてとることのできるものであり、
留意点とは目には見えない配慮や心配り、援助を行う上での保育者の意図や配慮であ
るという視点に立っているということを押さえておく。また、遊びの部分案に関して
は「導入」「展開」「まとめ」として活動を考えるよう指導している。本研究では、活
動のメインともいうべき「展開」部分に焦点を絞り、そこに記述された「予想される
子どもの姿」と「援助・留意点」を分析の対象とする。
　以上より、本研究で対象とする部分案と援助・留意点の記述の条件は次のように設
定する。
①責任実習時の部分案であること。つまり、日案と同日に行う計画が記された部分案
であること。
②日案とは別に記述された部分案であること。
③子どもの姿、ねらい、活動名、活動の内容の全てが記述されたものであること。
④同一年齢で活動が計画されたものであること。
⑤援助・留意点の両方が記載されていること。
⑥遊びの部分案の中の「展開」部分の「予想される子どもの姿」と「援助・留意点」
２）本論の構成
　本論の構成としては、次のようになる。
　Ⅱ章においては、遊び（活動）の内容によって傾向が異なる可能性があるため、活
動の内容を分類し、そこに記された援助・留意点をみる。Ⅲ章においては援助を分類
し、それぞれの援助に記述された留意点の傾向を探る。具体的な援助・留意点の分類
については、表１のようにする。Ⅲ章においては、Ⅱ章とは反対に留意点ごとに援助
の傾向を整理する。Ⅳ章では、Ⅲ章を踏まえた上で、双方向的な援助である「問いか
け」と「提案」において「ねらい」との一致度をみながら考察を進める。
i i	 執筆にあたっての担当は、「Ⅰ．はじめに」が奥山・阿部、「Ⅱ．部分案の遊びの選択の傾向」
「Ⅲ．留意点が記述されている援助の傾向」「Ⅳ．問いかけと提案における子どもの姿とねらい」
が阿部、「Ⅴ．まとめ」「Ⅵ．課題と提案」が横沢となっている。
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表１：「援助」・「留意点」の分類例
分類 記述 分類 記述
環境 黒板に貼るようにする 気持ちを高める
準備 事前に準備しておく 楽しめるようにする
るせた持を味興う言
伝える できる できるようにする
説明する 主体感 自分でやろうとする
約束する やり方 どうやってやるかわかるようにする
るけ付を気に我怪る見
るすにうよい無が険危る守見
見本を示す 清潔 床が汚れないようにする
るすにうよるか分が間時るす演実
共同 一緒に活動する 混雑しないようにする
問いかける 理解 分かりやすいようにする
尋ねる
提案する
聞く
点意留助援
言葉掛け
見守る
問いかけ
提案
意欲喚起
安全
見本
進行
 
Ⅱ．部分案の遊びの選択の傾向
　学生の計画する遊び（活動）は、大きく分けると音楽遊び、造形遊び、運動・身体
表現遊びである。本研究で対象とする「援助・留意点」の内容は、遊び（活動）の内
容によって異なることは容易に予想できる。例えば音楽遊びであれば、ピアノを弾く、
リズムに合わせる、造形遊びであれば子どもの使う道具を準備する、運動・身体表現
遊びであれば実習生が実際に体を動かす等、それぞれの遊びの特性に応じて援助や留
意点は異なってくると考えられる。従って、学生の計画する遊び（活動）を音楽遊び、
造形遊び、運動遊びの視点で分類し、考察を進めることとする。
Ⅱ－１．部分案において選択した活動内容
　本研究では７８名の部分案を対象とした。そのうち、音楽遊びは４名、造形遊びは５１
名、運動遊びは２３名が選択していた。ただし、阿部ら（２０１７）が指摘した通り、音楽
遊びや運動遊びに関しても、何かを製作して実際に遊ぶという遊びが多くなってお
り、厳密にいうと造形遊びを選択した学生は上記よりも多くなる。ここでは、造形遊
びそのものを活動としている部分案と制作した遊びをおもちゃ（遊び道具）として活
動を計画したものを造形遊びとした。この際、音楽遊びや運動・身体表現遊びに制作
したものを活用しようとした計画に関しては、「造形・音楽遊び」「造形・運動遊び」
に分類した。また、音楽遊びに関してもリトミックのように運動・身体表現遊びを組
み合わせている学生もいる。そこで、音楽遊び、造形遊び、運動・身体表現遊び、造
形・音楽遊び、造形・運動遊び、音楽・運動遊び、その他（いずれにも当てはまらな
いゲームのようなもの）の７項目に分類した。選択した人数は表２のようになる。
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表２：部分案において選択された活動内容と人数
遊び 音楽遊び 造形遊び
運動・身体
表現遊び
造形・音
楽遊び
造形・運
動遊び
音楽・運
動遊び
その他
人数（名） 1 49 17 2 5 3 1  
　教育実習Ⅱが、２年間の学びにおける最後の実習であり、実習を核とした総合的カ
リキュラムの傾向を図る上で、上記のような結果が出た。遊びの計画における傾向に
ついては、造形遊びが多くなっていることがわかる。さらに、制作した物を音楽遊び
や運動・身体表現遊びに活かそうとしていることも分かった。ただし、音楽遊びに関
しては、音楽遊び、造形・音楽遊び、音楽・運動遊びの全体を通しても選択した人数
は６名（７．７％）であり、総合的なカリキュラムかつ唯一全セメスターにおいて音楽
に関わる授業を配置しているにも関わらず、遊びに活かすことのできていない実態
は、今後カリキュラムはもとより、授業内容を考える上での重要な検討課題が浮かび
上がったといえよう。
　本節では、２年間の学びにおいて、部分案にどのような遊びを選択しているかを確
認することに留め、本研究の主旨である「援助」「留意点」に関する考察を進めてい
きたい。
Ⅱ－２．活動内容からみる、援助・留意点の傾向
　Ⅱ－１において、遊びの内容を７項目に分類し人数を示した。次に、それぞれの遊
びごとの援助・留意点の傾向をみていく。ただし、７項目に分類した際、造形・音楽
遊びのように複数の遊びを組み合わせながら活動を計画している部分案がみられ、援
助・留意点の傾向をみていくことは難しい。そこで、表１のうち、音楽遊び、造形遊
び、運動・身体表現遊びの３項目に絞り、援助・留意点の傾向をみていくこととする。
なお、留意点の記述が無く援助のみを記しているものは計画した本人の意図が十分に
伝わらない iii。そこで、援助と留意点の両方を記載している記述のみを取り上げ、援
助・留意点の傾向をみていくこととする。
Ⅱ－２－１．音楽遊び
　音楽遊びにおいて、援助・留意点の欄への記述は３箇所確認され、援助・留意点の
記述は２箇所（音楽遊び全体の６６．７％）確認された。援助に関する記述と記述された
数について表３に示した。なお、言葉掛けには言う、伝える、問いかけ、助言、アド
バイス、ヒント、説明等の言葉が用いられているが、一方向的に言葉を掛けている場
合は「言葉掛け」、双方向的に言葉を掛けている場合は「問いかけ・提案」とした。
　さらに、「言葉を掛けながら〇〇をする（見本を見せる、手伝う、見守る等）」とい
う場合があり、この点に関しては言葉掛けではない記述（〇〇をするの記述）を援助
と捉え、分類した。
i i i	例えば、「見本をみせる」という援助が記述されている場合、意欲の喚起、やり方を見せる、
理解を促している等の留意点が予想され判断が難しくなる。
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表３：音楽遊びにおける援助と記述された留意点
援助 記述数 留意点（記述数）
ピアノ 1 理解（1）
問いかけ 1 意欲喚起（1）  
表４：造形遊びにおける援助と記述された留意点
）数述記（点意留数述記助援
環境構成 2 理解（1）、意欲喚起（1）
準備 12 進行（2）、理解（2）、気付き（1）,できる（1）、意欲喚起（1）、清潔(4）、主体感（1）
言葉掛け 23 進行（8）、理解（4）、やり方（1）、できる（1）、意欲喚起（4）、安全（4）、清潔（1）
問いかけ・提案 2 意欲喚起（2）
褒める 4 できる（1）、意欲喚起（3）
共同 3 意欲喚起（3）
見本 11 理解（3）、やり方（3）、できる（1）、意欲喚起（3）、安全（1）
見守る 8 安全（6）、主体感（2）
受け止める 1 意欲喚起（1）
共感 2 意欲喚起（2）  
　音楽遊びに関しては、１名のみの計画であった。ピアノの援助に関して、子どもの
歌いやすさに目が向いており、「できる・できない」の視点があったことが予想され、
遊びとしての視点よりも、歌を上手に歌うことに意識が向いていると考えられる。
Ⅱ－２－２．造形遊び
　造形遊びにおいて、援助・留意点の欄への記述は４０６箇所確認され、援助と留意点
のいずれも書かれた記述は６８箇所（造形遊び全体の１６．７％）確認された。援助に関す
る記述と記述された数について表４に示した。
iv	例えば無藤は、幼児の造形表現においてどう表現されたものなのかと表現する行為自体を大切
にするといった２つの方向性から考えていくことの必要性を指摘している。
　無藤隆（２０１３）『幼児教育のデザイン』ｐｐ．１５７－１５８，東京大学出版会．
　上記の他に、留意点は記されているものの具体的な援助について記されていないも
のが３箇所あった。３箇所に記された留意点は、進行（１名）とできる（２名）であっ
た。
　その他に、「子どもの個性が作品にでるようにやり方は教えるが、好きなように作っ
ている様子を見守る」（分類上は、「見守る」「主体感」）という記述がみられた。これ
は、主体性の発揮を目指しながらも、完成品に向かおうという姿勢の表れである。
　言葉掛けには、完成に一方向的に向かわせているだけになり、主体性の発揮の視点
が不足しているといった傾向がみられた。それは、見本にもみられ、やり方や作り方
に意識が向き過ぎており、完成品の提示という視点が強く、視覚で魅力を感じさせな
がら心を動かそうとする意識の低さがみられた。ほめるに関しては、完成したところ
やうまくいったこと、出来上がったものに対する反応としての援助の傾向がみえ、表
現活動で重要な過程を認めるという意識が低いようにも感じられた iv。さらに、見守
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表５：運動・身体表現遊びにおける援助と記述された留意点
）数述記（点意留数述記助援
環境構成 2 意欲喚起（2）
準備 4 進行（2）、できる（2）
言葉掛け 27 進行（1）、理解（3）、気付き（1）、やり方（2）、できる（6）、意欲喚起（7）、安全（7）
問いかけ・提案 3 理解（1）、できる（2）
褒める 4 気付き（1）、意欲喚起（3）
共同 2 理解（2）
見本 11 理解（3）、やり方（2）、できる（1）、意欲喚起（5）
見守る 3 安全（2）、主体感（1）
受け止める 0
共感 2 意欲喚起（2）  
るという援助というものは、そもそも子どもが主体感を持ちながら活動している時
に、保育者が見守りながらその子どもなりの活動を受け止めていくことが大切であ
る。例えば「子どもたちがどのように遊んでいるのか、イメージをしているのかを見
守り、そこから遊びを広げることで満足感を高める」や「好きなように作っている様
子を見守る」という記述は、子どもの主体感を大切にした援助としての見守るを理解
したものであるといえる。しかし、「安全に使えるように一人一人見守る」「安全には
さみをもってこられるよう見守る」等、見守るの留意点としては安全が最も多く記述
されていた。これも、子どもの主体性の発揮という面からすると、上記同様滞りなく
完成に向かわせようとする視点であるように思われる。
　援助の捉え方について、「大判用紙に貼ることを援助しながら、完成に近づくこと
の喜びを感じられる言葉掛けをする」という記述があった（分類上は、「言葉掛け」「意
欲喚起」）。この文脈で使われている「援助」は、「手伝う」という意味にも解釈され、
保育における援助に関する捉え方について十分に理解していない姿が明らかになった
といえる。
　双方向的な意味合いの強い、問いかけ・提案に関しては、留意点が記述されたもの
は２箇所のみであったが、造形遊び全体をみると２１箇所確認された。この点について
は後に詳述する。
Ⅱ－２－３．運動・身体表現遊び
　運動・身体表現遊びにおいて、援助・留意点の欄への記述は１２９箇所確認され、援
助と留意点のいずれも書かれた記述は５８箇所（運動・身体表現遊び全体の４５．０％）確
認された。援助に関する記述と記述された数について表５に示した。
　上記の他に、留意点は記されているものの具体的な援助について記されていないも
のが２箇所あった。２箇所に記された留意点は主体感であった。
　進行や理解、できるの記述が援助１０項目のうち７項目においてみられ、音楽遊びや
造形遊びと同じく指示や説明的な記述が多いことが伺える。また、理解ややり方、で
きるようにすることが見本における留意点全体の半分を占めていた。つまり、運動・
身体表現遊びの援助・留意点としては、説明的な要素が多くなり、決まった運動を子
ども達に提示しようとする意識が強いと考えられる。この視点は多様な動きに関する
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理解が進んでいないこと、遊びではなくトレーニング的要素の強い視点で運動遊びを
捉えていることがわかる。運動遊びが子どもの動きの発達に寄与することを目的の一
つとして掲げていることは否定できないが、生涯に渡って運動に親しむ姿勢を育もう
と考えた時、運動に向かう心を育み、意欲を喚起する視点をより強く持てるような授
業展開が必要だと考えられる。
　その他に、「次はグループで抜き合戦をし、友達と協力して遊ぼうと思えるように
する」といった記述は、ゲームのルールに頼ってのことであり、援助とは言えず、段
取り案になっている。援助・留意点としての記述が段取りを書く欄として使用される
典型である。また、「子ども達が自分で考え、その考えを基に活動できるようにかか
わる」「子ども達で話し合って物事を決定できるように関わる」という記述があり、
主体感を発揮したいと考えているものの、具体的なシミュレーションはできていない
ように考えられる。この解決策には、様々なエピソードを知る機会、保育者の意図を
学ぶ上での視点、それらを総合的に考え思考する機会等を、授業内で設けることが必
要であると考える。さらに、運動遊びにおいては「慣れてきたら遊びの動作を難しく
し、遊びの楽しさを膨らませる」というように、難易度を上げることが子どもの意欲
の喚起につながる場合もあり、援助としての工夫がみられる。それは、「１つの動作
ごとに勝敗を告げ、競い合う楽しさを高める」との記述にもあるように、競い合いの
楽しさも同様であり、運動遊びにおいて意欲を喚起する上での特徴となる考え方であ
る。ただし、この点に関しては、発達を考慮したり目の前にいる子どもの姿を的確に
捉えたりしていかなければならず、幼児教育者としての学びの深さ、子ども理解に対
する知識の深さ、臨機応変に対応できる実践力が必要なことは言うまでもないだろう。
　また、留意点において援助が明確でない記述も多くみられる。援助が具体的に浮か
ばないことはもちろんであるが、実際の行動や動きを言葉にする力が不足していると
も考えられる。この点については別稿で触れたためｖ、ここでは割愛する。
Ⅱ－３．音楽遊び、造形遊び、運動遊びにみられた留意点
　これまでみてきた援助に記された留意点に関して、音楽遊び、造形遊び、運動・身
体表現遊びに関してグラフにまとめると図１のようになる。
ｖ	阿部弘生（２０１７）保育者養成課程学生の＜動きに気付く力＞の育成に関する一考察―逆上がり
の習得過程に着目して―，東北文教大学・東北文教大学短期大学部教育実践研究．８．ｐｐ．５３－６６．
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図１：音楽遊び、造形遊び、運動・表現遊びにおける留意点の割合
　選択した人数が少ないこともあり、音楽遊びに関しては安全と意欲喚起のみが留意
点として記述されていた。造形遊び、運動・身体表現遊びを比較してみると、いずれ
も子どもの意欲喚起に対しての割合が最も高くなった。次いで造形遊びに関しては安
全が、運動・身体表現遊びに関してはできるの割合が高かった。グラフをみてわかる
ように、割合としては造形遊びに関してはスムーズに進行させようとする傾向があ
り、運動・身体表現遊びに関しては計画した動きが上手にできることを意図して部分
案が作成されている傾向があることがわかった。意欲喚起の視点において、運動遊び
や造形遊びを実施した学生に関しては言葉掛けによる援助が多かったのに対して、音
楽遊びを実施した学生に関しては、音のリズムや大きさ、高さを変化させることによ
る特徴があり、音楽遊びにおける援助・留意点の一つの特徴であると考える。さらに、
造形遊びにおいて、「やりやすいように」や「切りやすいように」がねらいと一致し
ないまま援助・留意点に記されている場合は、制作物を完成することに目が向いてお
り、制作活動における子どもの心の動きをねらいとして設定できていないように窺い
知ることができる。その他に、遊び方の見本を見せることと、共に遊ぶ中で促す２つ
の見本の傾向がみられた。意欲喚起に該当する言葉としては、「興味」「自信」「楽しさ」
「嬉しさ」「喜び」「悔しさ」「創造性」「安心感」といった子どもの心の動きに関する
記述とした。意欲喚起には、「褒める」「共感する」「認める」「見本」等の援助がみら
れた。「段取り」には、「確認」がみられた。また、「混雑を避ける」との記述がみら
れた。さらに、制作した作品が「完成」した後、他の子どもを待っている時間の使い
方に対する説明もいくつかみられた。
　また、全体を通して、援助に関しては言葉掛けが最も多かったが、スムーズな進行
や上手にできるようにするといった意図からもわかるように、その内容が説明や指示
することになっていた。子どもに主体感を持たせるような計画が今後望まれるべきで
あると思われる。造形遊び、運動・表現遊びには「主体感」がみられ、いずれも援助
としては見守るであった。その他に、「子ども達が自分で考え、その考えを基に活動
できるように関わる」「子ども達で話し合って物事を決定できるように関わる」とい
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表６：「環境」における留意点
点意留容内述記.oN
起喚欲意う行てえ変をさき大のプーフにうよるれえら変を分気1
起喚欲意くいてっくつを境環にうよるべ遊で中の気囲雰いし楽2
起喚欲意るみてっ使をクイマにうよるめし楽を表発3
4 子どもたちが慣れてきたら、色違いの偽物をだし、より楽しめるようにする 意欲喚起
5 また偽物を混ぜたりしながら、子ども達が楽しめるようにする 意欲喚起
6 全員が楽しめるよう、上げる食べ物が重ならないようにする 意欲喚起
7 床が汚れないように新聞紙を敷き違う種類の動物を選ぶよう言う 清潔
解理るすにうよるえ見も品作の達友、り貼に板黒8
うように援助が明記されていない記述もあった。主体感を引き出そうとする思いはあ
るものの、具体的な援助が浮かばないことを表していると考えられる。一方で「～す
る」というように、援助を記していたとしても、そこに留意点が記されておらず、部
分案において保育者としての意図が意識化されていないと思われる箇所が散見され
た。これは、「ねらい」と遊び（活動）が一致していない部分案において顕著にみら
れる傾向である。留意点を意識して援助の記載を指導することによって、より「ねら
い」を意識した部分案になると推測され、今後の授業展開において検討を要する視点
であると考える。
Ⅲ．留意点が記述された援助の傾向
　上記では、遊びごとの援助に対する留意点の傾向についてみてきた。次に留意点ご
との援助の傾向について整理していきたい。どのような意図の中で援助が選択されて
いるのかを、記述内容と留意点を挙げながらみていくこととする。なお、展開部分に
おける援助・留意点の記述は合計６３５箇所あり、そのうち１６８箇所（２６．５％）において
留意点が明確に記載されていた。
Ⅲ－１．環境構成
Ⅲ－１－１．環境（遊びの中での環境構成）
　遊び（活動）の中で環境構成を考えた時、留意点としては意欲喚起（６名）、清潔（１
名）、理解（１名）がみられた。清潔での留意点は「床が汚れないように」、理解は「見
えるようにする」、意欲喚起は「気分を変えられるように」「より楽しめるように」等
の記述がみられた。ただし、意欲喚起に関しては、「環境をつくっていく」というよ
うに具体的な援助のシミュレーションがなされていない記述もあり、この点について
は後述する。
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表７：「準備」における留意点
点意留容内述記.oN
1 自由に遊びが広がるようにはさみで切ったりしてトイレットペーパーの芯やお菓子の箱を使えるようにする 意欲喚起
2 色はあえて3色にし、2つしかないスタンプにどの色を使うか「選ぶ」経験ができるよう促す 意欲喚起
き付気うらもてい付気にい違の方びそあやい違のさき大、し意用もルーボいき大3
行進るすに所か2を置位く置にうよいなし雑混4
行進くおてっ作を枠に前事にうよるえ行がび遊りとぽっしで中の間空い狭5
行進るす慮配もに方べ並にうよいすやび選が達もど子6
行進るすにうよるけ動き置にラバラバと裏表をドーカ7
8 誰の紙皿か分からなくならないように事前に紙 行進く書を前名のちた児幼に皿
9 手拭きを準備し、手が汚れたらまずは手拭 潔清るけ掛葉を言うよくふでき
潔清る貼をプーテ明透に方両にうよいなれ汚が手の児幼や床01
11 クレヨンを使い机が汚れないよう事前に新聞紙 潔清く敷を
潔清るす意用をルオタき拭手にうよいならなにたべたべが手21
潔清く敷をトーシに上の机にうよいなれ汚が机31
るきでくおてけつを印に分部るけつをりの、き書を線に形の翼に前事にうよいすやり切41
るきでる貼に置位るれらけつ見がもど子、きおてっ貼めじからあに室戯遊をメズス51
16 カラスと鳩と白鳥も貼っておき、スズメがどれか探せるようにして、スズメが見つかった時に保育者がスズメ
役になる
できる
解理るえ伝を方り貼の葉ち落で上たしにうよいすやえ見、り貼をもいまつさにドーボクルコ71
解理くおてい引を線にうよいすやりか分が所る切81  
Ⅲ－１－２．準備（遊びに入る以前の環境構成）
　準備における留意点に関しては、意欲喚起（２名）、気付き（１名）、進行（５名）、
清潔（５名）、できる（３名）、理解（２名）の１８箇所の記述が確認され、そのうち１４
箇所が造形遊びに関わるものであった。そのため、保育室が汚れないようにすること
や、活動後の手洗いなどの記述がみられた。また、活動の分かりやすさや子どもが道
具を取りに行く際の混雑を避けるための準備があり、計画した活動をスムーズに進行
させようという意図が感じられた。子どもの心を動かそうとする準備に関しては、「見
えやすいようにした上で、～を伝える」「自由に遊びが広がるように」「違いに気付い
てもらう」等の記述がみられた。作品の完成にスムーズに向かおうとすることが造形
遊びだと感じており、活動そのものにおける子どもの心の充実感には目が向いていな
いとも考えられ、この点についてはより詳細な検討が求められる。
Ⅲ－２．援助：言葉掛け
　「言葉を掛ける」援助としては、「言葉を掛ける」「言う」「アドバイスする」「伝え
る」「説明する」等が見られる。その他に、「提案する」「問いかける」等も記述内容
としてはみられたが、比較的一方通行的な意味合いが強いものと、言葉を交わす相互
関係的な意味が強いものに分け、考察を進めたい。
Ⅲ－２－１．援助：言葉を掛ける
　言うに関しては、「言葉を掛ける」「言う」等の記述がみられた。その他に「促す」
もみられ言葉掛けとして分類した。なお、言葉を掛けながらの援助を記述している場
合もあり、その点に関しては「その他の援助」として表記した。言葉を掛けるに関し
ては、安全（１５名）、意欲喚起（１６名）、気付き（２名）、進行（９名）、清潔（１名）、
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できる（１０名）、やり方（３名）、理解（８名）の６４箇所の記述が確認された。ここか
らは、意欲の喚起を目指しながらも言葉掛けを含めた具体的な方法のシミュレーショ
ンができていないことが明らかとなった。指示する視点に立った記述が多く見られる
が、子ども自身が遊びに没頭している状態をいかに誘発していくかは保育者として重
要な視点である。様々な科目の中で、意欲の喚起、動機付け等を考えることの必要性、
そしてその方法論に対して考えを深めていく授業内容が必要であると考えられる。
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表８：「言葉掛け」における留意点
点意留容内述記.oN
全安るす助援、りたしをけが声てせわ合に面場にうよるべ遊に全安くし楽1
2 はさみを持ったまま歩かないこと、友達に向けないこと、使うときは十分に注意することを伝える 安全
3 ストローがついているため、くわえたまま走ったり友達の顔に近付けたりしないよう伝える 安全
4 はさみの持ち方、紙の持つ場所を伝えるため怪我をしないように話を聞いてほしいと伝える 安全
全安るけつを気にうよいなのガケ、しをけ掛葉言にうよるきでがとこぶ遊に全安5
全安るけかび呼うよいならかつぶ時るすチッタントバ6
全安るけかび呼うよいならかつぶ時るすチッタントバ、しけが葉言うよいなち落7
全安るえ伝にうよる通を端、うよいなが険危8
全安るえ伝うよるが転はきとるくてっ帰、にうよいなが険危てぎ過し出をドーピス9
全安るすを束約と児園にうよいながスミの者走やとこな険危01
全安るす束約と達もど子をとこういといなら走、にうよいなが険危に時るけ付片を子椅11
全安るすをけ掛葉言うよるす用使をみさはてけ付を気に達友のり周21
全安るえ伝にうよいなら切を手で分部ータッカ、き置にルブーテ各はプーテ31
全安るえ伝うよるが広に前るけかを楽音にうよいなし我怪41
全安るす慮配にうよぐ防に然未をルブラトや我怪、きいてめ進を明説てえ交を演実51
起喚欲意るすをけ掛葉言なうよつ持を味興もに品作の達友61
起喚欲意るす夫工をけ掛葉言うよるけ書に由自、せまら膨を力像想71
81 大判用紙に貼ることを援助しながら、完成に近づくことの喜びを感じられる言葉掛けをする 意欲喚起
起喚欲意るすをけが葉言なうよるま高がち持気のもど子91
20
サーキットをするグループには、「どんぐりさんたちいくよ」などと、意欲の出る言葉掛けをし、見ている
グループには 「どこが難しそうかなってよく見ててね、頑張っているどんぐりさんがいたら応援してあげ
てね」と、次の活動が楽しみになるような言葉掛けをする
意欲喚起
起喚欲意るすにうよるえわ味をさし楽るす動活に緒一でとこるすを援応12
起喚欲意るけ掛を葉言にうよるきりなに物動22
起喚欲意るすをけ掛葉言なうよす出き引を心関や味興の達もど子32
起喚欲意るすをけ掛葉言にうよるきでーロォフをち持気の達もど子のムーチたっましてけ負42
起喚欲意るめ高をさし楽う合い競、げ告を敗勝にとご作動のつ152
起喚欲意るえ伝とたきてり借らかゃじんにりぎにおたきて出に本絵にうよるめし楽が児園62
27
各グループをまわりながら、どんなテープ、シールをつけたいか、どのようにつけたいか子ども同士が
伝え合えるきっかけ作りをする 意欲喚起
起喚欲意るすをけ掛声ういとうよみてっ張頑回一うも、し少とあに子たっましてっかかっ引82
29 また勝ちたい、次は勝つという気持ちになれるようどちらにも言葉掛けの仕方を配慮する 意欲喚起
30 ルールを守れなかった子にはもう一度ルールの確認をし、みんなが気持ちよく遊べるようにする 意欲喚起
31 座れなかった子どもの気持ちが沈まないように、応援する側の役割も大切であることを伝える 意欲喚起
き付気す促うよるえ替び並に円うよるきでがとこる見かるいてし渡てしにうよのどなんみ23
き付気るすをけ掛声なうよるけ付気にい違のポンテ33
行進るけ掛葉言をけ付片にうよるきで動活く広43
行進るすをけか声にうよるけ付片とご女男にうよいなし雑混53
行進るすをけ掛声にうよるきで動移にか静63
37 混雑しないように、「かっこよく座っているところから」と言葉を掛け全員が落ち着いて活動できるようにする 進行
行進くいてしけ掛葉言にとごプールグにうよいなし雑混83
行進す促にうよくいてけ分に女男うよいなし雑混が前のーカッロ93
行進るすをけ掛声にうよく置に上の膝は手にうよいなら触に物04
行進るすにうよるきで識意も計時、しにうよるれ移に動活の次、え伝をか間時く描でまつい14
行進るえ伝をとこるあでプールグの女・男、ととこぶ遊てれか分につ2、めたい多が数人24
潔清るえ伝を事るすりくま腕うよいなれ汚が服34
るきでるす助援でけ掛葉言うよるきでで分自44
るきでるすをけ掛葉言なうよるせ出い思をき動のと達友のプールグの他54
るきです促うよる来出介紹己自で声なき大にうよるえ見に皆64
47
しっぽを取りに行けるような言葉掛けを行い、しっぽを取りに行くことができない子が遊びに参加できる
ようにする
できる
るきでるすけが葉言らたっだうそし難、き行へ前の子るいてっや、しを図合のトータス84
るきでるすけが葉言らたいが子なうそし難、し援応、し出を図合のトータス94
るきでるえ伝にうよるま集く丸にうよるえ合し話でプールグ05
51 男女に分けてお客さんと音楽隊の役になって、カスタネットをたたけるよう言葉を掛ける できる
るきでるすけが葉言り配にルブーテ各をプッコ紙にうよるれ作てせわ合にプッコをさき大の輪25
るきでくいてめ進らがなし出をトンヒはに合場るいにずれらけつ見かなかな35
方りやるすをけが声てせわ合に子様うよるめし楽てっ守をルール45
方りやるけ掛を葉言にうよるとをスンラバにうよいなち落に海55
方りやるえ伝を方りや、りま集に前のジーテスうよいすやき聞65
解理るすをけ掛葉言、し認確らがなり回うよいなが班いなれらめ進、ずらか分が方りや75
解理う行をけ掛葉言うよく行にり取をンヨレクでいなら走85
解理るえ伝に寧丁らがなし践実、にうよるきで解理95
解理るす明説にうよいすやりか分が児幼をルールのムーゲ06
61 初めての遊びのため、ルールを一人ひとりが理解できるように分かりやすく遊び方を伝える 理解
解理るえ伝を容内に寧丁にうよるかわが容内の動活に達もど子26
解理るすにうよるか分がりわ終とトータス、め決を間時36
解理るえ伝くすやりかわをルールので中のび遊どなかるえ使が術なんどはで具遊46
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表９：「提案」における留意点
表１０：「問いかけ」における留意点
点意留容内述記.oN
1 遊びが広がるように競争をしてみるよう言葉掛けをする 意欲喚起  
点意留容内述記.oN
起喚欲意るすをけ掛声なうよるれらげ広を像想かるいが物動なんどにかほ1
2 「どんなパンが出来上がるかな？」と問いかけながら、完成への期待を一緒に膨らませる 意欲喚起
起喚欲意るせまら膨をジーメイの者忍らがなけかい問かるあがき動なんど3
るきでるけかい問かるいが人じ同が物べ食なき好、にうよるせ探を間仲4
5 どうすると抜きやすくなるか、より多く抜く端にはどうすると良いか問いかけ表現できる時間をつくる できる
6
楽しい曲や静かな曲など、その曲に合わせたマラカスの鳴らし方ができるよう「どんな鳴らし方がいいかな」
などと言葉を掛ける
できる
解理るすにうよる知をかのな所場るすを何てね尋に達もど子7  
表１１：「共同」における留意点
点意留容内述記.oN
起喚欲意るすをり作気囲雰いし楽らがなし援応に緒一と達もど子1
2 みんなと一緒に楽しく遊べるように今は何の術だったかを一緒に確認していく 意欲喚起
起喚欲意す探に緒一らがなけ掛を葉言うよるべ遊で気囲雰いし楽が達もど子3
起喚欲意るきりなも者育保うよるめし楽も達もど子4
起喚欲意るすにうよるれら得が感足満、び遊に緒一ともど子5
6 音を奏でる面白さを味わえるように、子ども達と一緒にカスタネットをたたき、楽しさを共感し合う 共感
7 一緒に数を数え、どのグループのおいもが最後まで残っているかわかるようにする 理解
8 初めと終わりの鬼を保育者が行い、ゲームの始め方とゲームの終わり方が分かるようにする 理解
Ⅲ－２－２．援助：「提案」「問いかけ」
　問いかけの留意点では、意欲喚起（３名）、できる（３名）、理解（１名）の７箇所
の記述が確認された。問いかけは、子どもの主体性を発揮する上で重要な援助となり
えるものである。それにも関わらず、７箇所（留意点の書かれた援助の記述のうち
４．１７％）のみに記述が確認されたことは、今後の指導を考える上では重要である。子
どもの主体性を発揮することよりも、自分で用意した遊びの内容をいかにスムーズに
進行し、子どもを自分の計画通りに動かしていくことに意識が向いているとも考えら
れる。
Ⅲ－３．援助：共に遊ぶ
　共に遊ぶの留意点としては、意欲喚起（５名）、共感（１名）、理解（２名）の８箇
所の記述が確認された。
　言葉掛けにおいては、単に指示を出し、自らの計画通りに子どもを動かそうとする
傾向がみられたが、共に遊ぶという視点においては、子どもの心を動かそうとする視
点が最も多かった。
　提案では、意欲喚起（１名）の１箇所の記述が確認された。
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表１２：「見本」における留意点
点意留容内述記.oN
全安す話らがなし演実をとこるけ付を気にきとう使をみさは1
起喚欲意るすにうよるめし楽が達もど子、らがなしりたぜ混を物偽たま2
3 他の友達がどのようにスタンプを押したか実際に見せ、始められない子どもへのきっかけを作る 意欲喚起
4 「るんるんるーん、片足バランス～」とおまじないを唱えて、やってみることで子どもの動きを促す 意欲喚起
起喚欲意るて立見に紙聞新にうよいすやしジーメイをび遊がもど子5
6 その子の前で粘土をまるめたり、細く伸ばしたりする姿を見せることで意欲を刺激する 意欲喚起
起喚欲意るすにうよるて持が味興にのすが転をりぐんど、せ見を本見度１7
起喚欲意るせまら膨をジーメイせ見で前の達もど子を方りやた出らか達友8
るきでるすにうよいすやりやが児幼、せ見を本見らがない行に際実9
10 最初は動きの見本として、マットや平均台など1つの動きごとに止まり、体の動かし方を伝える やり方
方りやるす明説にうよるきで解理を方り作らがなせ見を本見11
方りやす示を本見かのすば飛てっやうど21
方りやるえ伝を方げ投で作動と葉言にうよるか分もにちた児幼が方げ投31
方りやるすにうよるえらもてっ知をれ流、り踊らがなえ加を葉言てせ見くき大をき動41
方りやくいてめ進らがなせ見を本見で前の達もど子にうよいすやりかわが方り作51
解理るすにうよいすやき動、くすやしジーメイがもど子、でとこるすにりきりなの物動61
解理るやに際実と人一者表代にうよるわ伝がルールのび遊71
解理るすにうよるかわもて見で目、せ見を所るいてっ行に際実81
解理るせ見を本見の方け付の顔のリグンドにうよいすや見が達もど子91
解理るすりたせ見を料材りたせ見をのもたし成完にうよいすやりか分02
解理るせ見てっ作に際実、らがなし慮配うよるえ見に員全達もど子12  
Ⅲ－４．援助：見本
　見本の留意点としては、安全（１名）、意欲喚起（７名）、できる（１名）、やり方（６
名）、理解（６名）の２１箇所の記述が確認された。自分自身がモデルとなり意欲を刺
激するという効果を考えている点はあるものの、安全やできる、やり方、理解等、教
師の計画通りに子どもを動かすための「説明」として見本を利用している記述が１３箇
所でみられた。たしかに、幼児教育者にはガキ大将としての視点があることも否定で
きない。しかし、そこには「ああいう動きをしてみたい」「先生みたいになりたい」
という子どもの心の動きが重要であり、誤解を恐れずに言えば、音楽教室、美術教室、
運動教室的なそれぞれの活動をうまくさせる方法として見本を示すということが、必
ずしも遊ぶこととは合致していかないことを理解できるような授業を検討する必要が
あるだろう。
Ⅲ－５．援助：「見守る」
　見守るの留意点については、安全（７名）、主体感（２名）の９箇所の記述が確認
された。危険や怪我等に即座に対応するための目配りが、最も多くみられた。しか
し、２名が子どもの主体感を大切にしているように、見守るという援助については子
どもの活動や考え方に気づき、子どもの気持ちになって理解しようとする姿勢が大切
である。この点に関しても、今後の授業を検討する上で重要な課題として浮かび上
がったといえる。
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表１３：「見守る」における留意点  
点意留容内述記.oN
全安る守見しをけ掛声にうよすば飛に向方じ同、にうよいならかつぶ1
全安るすにうよるえ行に全安、り配を目に体全、は時う使をみさは2
全安る守見うよるれこてっ持をみさはに全安3
全安る守見人一人一にうよるえ使に全安4
全安る守見かいなが事な険危、らがな見を子様の達もど子、しを話し少ていつに月5
全安る守見てし意留うよいならかつぶし援応とれ張頑6
全安る守見かいなが険危、ち立に中途のスーコ7
8 子どもの個性が作品にでるようにやり方は教えるが、好きなように作っている様子を見守る 主体感
感体主る守見にうよるけ描にうよなきすの分自9  
Ⅳ．「問いかけ」と「提案」における子どもの姿とねらい
　これまでみてきたように、遊びの部分案において学生たちは様々な意図をもちな
がら援助のシミュレーションをしている。しかしながら、保育は「子どもの姿」を見
取りながらその子の少し先の未来に向けた「ねらい」を設定し、健やかな成長のため
に力を尽くしていかなければならない。「ねらい」のない部分案は、無藤（２０１３）が「幼
稚園でやっている遊びというのは基本的に教育的な意味をもっているもので、何でも
ありではない」viと述べているように、教育活動としては不十分であると考えられる。
その視点で考えた時、援助の中でも問いかけや提案は、指導者側と子どもの双方向的
な関わりの中で行われるものであり、保育者の意図、つまりは「ねらい」が如実に表
れる援助であると考えられることから、学生が問いかけや提案をどのように考え、部
分案を作成しているかをみる必要がある。上記までは、留意点の記された記述内容を
取り上げ考察してきたが、留意点の記されていない提案や問いかけに関してもねらい
が表れてくるはずである。そこで、本章では、問いかけと提案の記述に関しては、留
意点の記述が無いものも考察の対象に含め、「ねらい」との関係についてみていきたい。
vi	無藤隆（２０１３）『幼児教育のデザイン』東京大学出版会，ｐ．２．
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表１４：「問いかけ」と「提案」におけるねらい
No. いらね述記るす関にけかい問
ねらい
との一致
1 竹トンボを知っているか聞く 自分で自由に作ったおもちゃを使って十分に遊び、楽しむ ×
2 トンボを作ったり飛ばして遊ぶ中で周りの友達の遊びに関心を持つ ×
3 3、4人に遠くまで飛ばすコツを聞く 秋の生き物に興味を持ち、実際に探したり観察したりしようとすること ×
4 先ほどより飛んだかどうか尋ねる
秋の生き物に興味を持ち、実際に探したり観察したりしようとする
こと
×
5 踊り終わり、「今日は楽しかった～？」と聞く 顔を作ったり、描いたりすることを楽しみ、知っている曲を喜んで
踊る
×
6 完成したか目で見て確認しながら問いかける 友達と一緒に遊びを進める楽しさを味わう ×
7 交換できたかを子どもたちに問いかける
やきいもの作り方を知り、それを使ってじゃんけん遊びを楽しむ
なるべく自分の力で最後まで作る
×
8 どうやってその動作するのか問いかけたり、難しい時はヒントを出す なりきり遊びを通して友達の動きの良さに気付き表現する楽しさを味わう
×
9 動物のどんな所を工夫したのか問いかけをする
なりきり遊びを通して友達の動きの良さに気付き表現する楽しさを
味わう
×
10 4つのグループを順番に呼び、1人1人にどこの場所がいいかを聞く どんぐりを使った製作活動を楽しむ ×
11 どうすれば良いか問いかけたり、周りの友だちと教え合うよう促す
ハロウィンという季節の行事に興味を持ち、ハロウィンパーティを
見通して制作遊びをする
×
12 自分のクレヨンを探すのに時間がかかる子には問いかけ、援助する
制作遊びを通して、様々な色を重ねていくうちに変わっていくこと
を楽しみながら気づく
×
13 息を吸うとどのようになるのかを問いかける
制作活動を通して、自分で作った玩具を使い、友だちと一緒に遊び
を楽しむ
×
14
今から作る工程を見てもらい、どのようにすると本物に近くなるか問
いかけながら進める 制作活動を通して秋のイメージを深める ×
15 ２個ずつもらえたか、問いかけて確認する 制作活動を通して秋のイメージを深める ×
16 切った紙を開いてみて、どんな形になったか問いかける 制作遊びを通して、一人一人作った物を合わせて一つの作品を作り、
友達と力を合わせることの喜びを味わう
×
17 子ども達に尋ねて何をする場所なのかを知るようにする 保育者や友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう ×
18 遊びが広がるように競争をしてみるよう言葉掛けをする ×
19
どっちが勝つかな？などと言葉がけをして友達と関わりをもてるよう
にする
どうやったら上手くいくのか自分で試そうとし、友達と一緒に遊ぶ
ことの楽しさを味わう
○
20 「今のは誰の声でしょうか？」などと聞いてみる 友達と一緒に遊びを進める楽しさを味わう 〇
21 どんな動きがあるか問いかけながら忍者のイメージを膨らませる 忍者になりきって体を動かして遊ぶ楽しさを味わう 〇
22 仲間を探せるように、好きな食べ物が同じ人がいるか問いかける 人形を使って人形の特徴を探して仲間探しを楽しむ 〇
23
どうして固まったりサラサラになるのかなと問いかけることで幼児た
ちの想像を広げる
普段は食べ物に使うものを、今回はおもちゃとして作り、その不思
議な感触を味わう
〇
24
どうすると抜きやすくなるか、より多く抜く端にはどうすると良いか
問いかけ表現できる時間をつくる
運動遊びを通して、感じたこと、思ったことを進んで表現して楽し
さを味わう
〇
25 どうすると速く走れるか、ボールを落とさないようにするにはどうするかを問いかける
運動遊びを通して、感じたこと、思ったことを進んで表現して楽し
さを味わう
〇
26 他に体の部分でボール運べるところはないか問いかける 運動遊びを通して、感じたこと、思ったことを進んで表現して楽し
さを味わう
〇
27
描き出せずとまどっている子どもには好きな色は何か聞いたりしなが
ら一緒に進めていく
制作遊びを通して、様々な色を重ねていくうちに変わっていくこと
を楽しみながら気づく
〇
28 「どんなパンが出来上がるかな？」と問いかけながら、完成への期待を一緒に膨らませる
自然や秋の素材に触れ、季節を感じながらパン屋になりきって自分
なりのパンが出来上がる喜びを味わう
〇
29
「どの木の実にする？」と問いかけながら、一緒にパン作りの楽しさ
を味わう
自然や秋の素材に触れ、季節を感じながらパン屋になりきって自分
なりのパンが出来上がる喜びを味わう
〇
30 全身を使ってみて、みんなに感想を聞く 身体のいろいろな部分を使って全身を動かす楽しさを味わう 〇  
セロハンテープで修正する。どうしても直せないほど壊れていたり汚れた
時はもう１度作り直したいか尋ね、作り直したいといわれたら予備を渡す
自然などの身近な事象に関心を持ち、取り入れて遊べるようにする。自
分だけのどんぐりを作ることで、身近な植物に親しみをもって接し、大
切にできるようにする
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　問いかけ・提案は、子どもが主体感を持って活動する上で重要な援助であり、その
視点からすれば留意点において「ねらい」が５領域の内容と一致していることが望ま
しいといえる。しかし、表１４をみてわかる通り、問いかけ・提案については３０箇所の
記述がみられ、そのうち１８箇所（６０．０％）が「ねらい」と一致していないということ
が明らかになった。
　問いかけ・提案と「ねらい」が一致していない記述ないし留意点に関する記述が記
されていない問いかけ・提案の傾向としては、保育者の意図通りに子どもを誘導しよ
うとする意識が強く、これもまた自らの部分案をスムーズに進行しようとする意識の
表れであるともいえる。反対に、一致している記述に関しては、子どもが主体感を
持って活動する視点での記述が多く、それが同時に「ねらい」と一致している傾向が
みられる。この点に関しては、今後も考察を深めていく必要があると考える。
Ⅴ．まとめ
　本研究の目的は、２年生後期に実施される「教育実習Ⅱ」における学生の指導案を
基に、「予想される子どもの姿」に対して「援助・留意点」の記述の傾向からその関
係性を検証することである。先行研究である、阿部ら（２０１８）８では、２年生前期に
実施される「保育実習ⅡＡ」の日案における学生の学びを５領域（【健康】【人間関係】
【環境】【言葉】【表現】）の視点と「子どもの姿」と「ねらい」の内容の一致度の分析
をし、学生の能力向上に向けた基礎資料を得ている。分析の結果、学生自身は５領域
において、子どもが直接動きや言葉で表していることを主観的に理解することはでき
るが、子どもの行為の意味に気付く内面の理解が不十分であることが明らかになっ
た。そのことを踏まえて、今回、学生が作成した指導案の分析では、「予想される子
どもの姿」に対して「援助・留意点」の内容がリンクしているか、また、学生の記述
からどのような傾向があるか考察を進めていくことにする。
　はじめに、学生７８名を対象に、「教育実習Ⅱ」で実際に立案した部分案の分析をし
た結果、遊び（活動）の内容に視点を当てると、１、音楽に関する内容（歌う、踊る、
音遊びなど）２、造形に関する内容（描く、作る、制作遊び、作った物で遊ぶなど）３、
運動に関する内容（体を動かして遊ぶ、なりきり遊び、表現遊びなど）の３つに分か
れる傾向が見られた。制作に関する内容を立案する要因としては、経験が浅い学生に
とっては、モノに頼り、モノを介して遊ぶ（活動）や目に見える作品を仕上げる遊び
（活動）に安心感を抱くのではないかと考えられる。また、音楽に関する内容が極端
に少なかったことに対しては、音楽に親しんだり楽しんだりすることは日常的に保育
の中で行われているが、学生にとっては遊び（活動）としての位置づけが難しいと考
えられる。
　次に、日案の中から「遊びの部分案」に関しての「予想される子どもの姿」と「援
助・留意点」の記述を抽出したところ、一回毎に指示を出し遊びの方向づけをする傾
向が伺えた。この結果から、指導案の計画通りに進めようとする学生の思いが先行し、
単なる段取り案になりがちであることが示唆された。学生の指導案作成に関しては、
『保育者になるための実習の手引き』（以下、『実習の手引き』という）では、解説や
参考文例を載せており授業でも活用している。『実習の手引き』では、学生に援助と
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は具体的行動、留意点とは子どものためになる気遣いと説明している。指導案で学生
の援助・留意点の記述の多くは、「～をする」であり、目に見える具体的な行動、つ
まり援助の内容が多かった。この理由として、学生は、教育実習や保育実習、または
インターンシップなどでしか実際の子どもの姿をみる機会がないため、日々の保育の
流れや子どもの姿を具体的に思い描いたりイメージしたりすることが難しいと考えら
れる。さらには、少ない経験が子どもの姿や動き、思いに対して表面的な関わりしか
思い浮かばない要因になっていると考えられる。具体的には、記述内容を一部抜粋す
ると、「～を伝える」「～と言葉掛けをする」「～を配る」「～を見せる」「～確認する」
「～の見本を見せる」など、保育者対子どもであり保育者が主導権を握って子どもを
誘導している傾向が読み取れる。本来ならば、子どもが主体となって遊び（活動）を
展開し、保育者も子どもと一緒に遊ぶことが望まれるが、指導案の失敗や成功にとら
われ、「指導案に記載した通りに進めなければいけない」と考えてしまいがちになっ
ている傾向がある。
　また、遊び（活動）に対して子どもの関心が薄いと予想される時や関心を引こうと
する時などの援助の在り方に視点を当てると、「良いところを褒めて次の活動につな
げる」「ピアノの前に集まるように言う」など、学生自身の援助の記述から見て、「意
欲誘発」や「指示」の傾向が見られる。それは、指導案の「ねらい」を意識して方向
づけをし過ぎたり、スムーズに進行したい思いから保育者が誘導する傾向が示唆され
た。これは、本来楽しいはずの遊び（活動）が、子どものやりたいことから逆行し保
育者がさせたい遊び（活動）になる可能性がある。大切にしたいことは、子どもの心
が動く援助であり、そのためには、子どもの興味・関心を掻き立て「子どものやりた
い感（意欲）」を引き出す援助が必要不可欠である。学生には、「子どもと遊び」（１
年生前期）の授業で援助の種類を次のように教授している。①環境構成②言葉を交わ
す③一緒に遊ぶ、活動する④認める⑤助言する⑥見守る、共感するなどである。しか
し、先にも述べたように学生は子どもの姿をイメージすることが難しいため、その援
助を具体的にかみ砕きながら、「予想される子どもの姿」に対応する援助を文章とし
て位置付けることはそう容易なことではないと推測される。また、「ねらい」を意識
しすぎて「させる保育」に傾く学生とは逆に、立案した遊び（活動）の内容が、「ね
らい」に沿っていない場合もある。または、「ねらい」に近づけていく意識の低い学
生もいる。指導案を書くことは、保育のねらいがはっきりし、環境構成や援助が明確
になり見通しを持って保育を進めることができるという利点があるが、紙面に書くこ
とで、その流れにとらわれたり縛られたりする傾向があるとも言える。さらに、指導
案の立案の時点で、「子どもの姿」と「ねらい」、「ねらい」と「活動内容」、「子ども
の姿」と「援助・留意点」がリンクしているか否かが大きなポイントとなるが、必ず
しもリンクしていない実態が明らかとなった。
Ⅵ．課題と提案
　指導案を作成するにあたって、「ねらい」を意識することが必要であるにも関わら
ず、進行が優先されており、教育上必要な５領域の視点が見られなくなるという結果
が浮き彫りになった。実際には「ねらい」に向き合いながらも、予期せぬ状況が見ら
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れるのが子どもである。そのため、日々子どもと接しているわけではない保育者養成
課程の学生にとって、実習に赴く以前に多くのシュミレーションを積ませることは有
効であるとも考える。従って、「ねらい」に基づいた「子どもの姿」と、予期せぬ状
況を多く想定する「子どもの姿」の両面からのアプローチを部分案上で行う必要があ
ると考える。そのため、提案として、これまで「予想される子どもの姿」としていた
欄を２つに分け、「ねらい」に基づいた姿である「期待される子どもの姿」と予期せ
ぬ状況を想定するための「予想される子どもの姿」の欄を設けるなどの配慮が今後必
要であると考える。そのことによって、実習に向けた指導案を課している目的がより
達成できると考える。この辺りを今後の研究、並びに教育上の提案並びに課題とした
い。
　また、学生は、授業で学ぶ子どもの姿や育ち、子どもの発達を教育実習Ⅰ、保育実
習Ⅰ・Ⅱの経験と結び付けて考えながら指導案を立案し保育現場の実習に向かう。そ
して、実践してみて改めて気づきがあることを受け、指導案の「援助・留意点」の捉
え方について、学生の記述から見えてきた幾つかの課題を基に、今後、どのように授
業を見直していくか模索していく必要がある。学生の学びを繋ぎ、積み重ねていくた
めに、子どもの姿に添った心動く遊びであったか、さらには、子どもと共に楽しめる
遊びであったかなど、丁寧に振り返りをしながら援助・留意点の在り方を検討してい
くことが必須である。その学びを実感として捉えるために、事後指導の時間を十分に
確保し、質の高い振り返りを意図的に授業に組み入れていくことが必要である。その
ために、事後指導の振り返りでは、学生が指導案を作成し実践した遊びの流れに沿っ
て、「予想した子どもの姿」と「実際の子どもの姿」を照らし合わせながら、その時々
の子どもの姿から気持ちや思いを丁寧に読み取っていく必要がある。その積み重ねこ
そが、子どもの行動の意味を推察できる手掛かりとなり、保育の出発点である「子ど
も理解」に近づく手立てになると考える。具体的な方法としては、振り返りの記録を
書く、自分で読む、読み深める、友だちと読み合う、意見交換をする、アドバイスを
もらうなどである。これは、保育現場でも日々行われていることであり、新しい気づ
きを得て、保育の在り方を見直すことに繋がる最善策である。子ども理解→指導案の
作成→保育実践→評価・反省・考察→改善→子ども理解の一連のサイクルと保育課程
（プロセス）と実習体験を通して、実践力を磨いていけるような授業での取り組みを
検討したい。
　東北文教大学短期大学部子ども学科は、長きに渡りチーム・ティーチング方式を取
り入れた特色ある授業を展開してきた。２０１９年度から新カリキュラムに移行すること
を受けて、保育を総合的・多角的にとらえることのできる保育者を養成していく上
で、科目担当者間の共通理解を図り連携を強化していくことが今後の課題である。
　本来は子どもの姿を予想し、それに対して援助・留意点を考えるものである。しか
し、計画を進行させることを考えすぎると、先に段取りを援助・留意点として考え、
それに合わせた子どもの姿を書いているように見受けられる。
　数名ではあるが、「援助をする」という記述がみられた。文脈から読み取ると、「手
伝う」「手を貸す」等の意味合いで使用していると捉えることができる。つまり、保
育における「援助」に関する知識が曖昧なまま１年半の間学びを続けていたと考えら
れ、この点については大きな課題であるともいえる。つまり、保育における「援助」
の具体的な方法はもちろんのこと、そこに存在する援助者としての根本的な考え方を
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継続して伝えていかなければならないことが示唆された。
　本来、予想される子どもの姿があり、それに関わる援助・留意点が記述されるはず
である。しかし、「分かりやすく説明する」「ハサミを準備するように伝える」など、
援助・留意点が先にきた上で予想される子どもの姿が記述されている場合がある。こ
れも、教師主導の視点で子どもを動かそうとする意識があると考えられる。
　子どもの興味・関心を読み取り、主体的な活動として保育者がねらいをもとに活動
を計画していく上で、子どもの意欲を高めることもまた保育者の能力としては必要で
ある。従って、部分案においてみられた自らの計画通りにいかなかった場合の子ども
の姿に対する援助・留意点の記述に関しては、手伝うことや配慮することのみが記さ
れており、「ねらい」に向かう上での援助・留意点のシミュレーションに意識が向い
ていないことが推察される。この点については、今後詳細な検討が必要であると考え
る。
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